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北九州空港機能強化・利用促進特別委員会記録（Ｎｏ.３５） 

 

１ 日  時   令和６年１１月７日（木） 

         午後２時００分 開会 

午後２時５０分 閉会 

 

２ 場  所   第２委員会室 

 

３ 出席委員（１０人） 

   委 員 長  日 野 雄 二   副 委 員 長  渡 辺   徹 

   委    員  吉 村 太 志   委    員  田 中   元 

   委    員  渡 辺 修 一   委    員  金 子 秀 一 

   委    員  奥 村 直 樹   委    員  大久保 無 我 

   委    員  高 橋   都   委    員  藤 沢 加 代 

 

４ 欠席委員（０人） 

 

５ 出席説明員（０人） 

 

６ 事務局職員 

   政策調査課長  清 水 俊 哉   政 策 係 長  袴 着 健太郎 

   政 策 係  伊 東 加 奈 

 

７ 付議事件及び会議結果 

番号 付   議   事   件 会 議 結 果 

１ 

北九州空港における航空ネットワークの継続・発

展及び利用促進、並びに就航航空会社への支援の

あり方について外３件 

調査研究事項報告書取りまとめ

のため、委員間での討議を行っ

た。 
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８ 会議の経過 

○委員長（日野雄二君）それでは、開会します。 

 本日は、本委員会の所管事項のうち、北九州空港における航空ネットワークの継続・発展及

び利用促進、並びに就航航空会社への支援の在り方について、北九州空港の滑走路3,000メー

トル化の早期実現等、機能強化について、北九州空港に関する福岡県との連携強化について、

北九州空港の運営形態の在り方についての４件を一括して議題とし、最終報告に向けての委員

間討議を行います。 

 なお、委員間討議は委員会の中で行われており、公開されるため、マイクを使って発言をし

てください。 

 それでは、調査研究事項ごとに討議を行いたいと思います。 

 まず、１点目の北九州空港における航空ネットワークの継続・発展及び利用促進、並びに就

航航空会社への支援の在り方については、これまで参考人や執行部から説明を受けてきまし

た。これらを踏まえ、本委員会の最終報告として、どのような方向性で取りまとめることが適

当であるのか、皆様の御意見などについて発言をお願いします。 

発言はございませんか。金子委員。 

○委員（金子秀一君）コロナの影響によりまして、北九州市に本社を置いていただいており

ますスターフライヤー社へ市の補助をさせていただいたわけでありますけれども、市民の皆様

の税金をコロナの影響を受けたスターフライヤー社に対しての支援という形でさせていただい

たことで、今、回復をされているという報告があったかと思います。そういったことをしっか

りと市民の皆様に発信できるように、また、させていただくような委員会であったのではない

かなと思います。そういった内容をしっかりとまとめていただければと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委員長（日野雄二君）はい、分かりました。 

 ほかに御意見ございませんか。吉村委員。 

○委員（吉村太志君）私は、こうやって空港特別委員会の委員として２年間させていただ

き、あらゆるアクセス鉄道とか空港の強化、そういった協議をさせていただきました。しか

し、やはり市民の皆さんの意見を聞くと、北九州空港は利便性がまだまだで、空港まで行くの

にかなり時間がかかりますよね。やっぱり北九州の人はほかの地域というのがない分、まだ北

九州空港でもアクセスが悪い。今後これをどうやって、私たちがアクセス鉄道を利用したりと

か、高速をもう少し利用していくのかとか、まだまだ市民の皆さんの声では、もっと北九州空

港を育てていっていただきたいという声をたくさん聞きますので、これからもこういった空港

に特化した議論というのは大切だなと思います。私はこの２年間、委員をさせていただき、市

民の皆さんの声として、さらに北九州空港を強化することが、北九州市が飛躍していく一番重

要な要になるんではないかなということで、総論だけ言わせていただきましたが、以上です。 
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○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。 

 ほかにございませんか。高橋委員。 

○委員（高橋都君）スターフライヤー社の早朝深夜便、これはもうほかの空港ではなかなか

ないと思うんですね。東京での滞在時間というのは、それを使うと一番長いというのが新聞に

も載っていたと思うので、やっぱりそれをもっとＰＲして、北九州近辺の方とか、福岡の人で

も一回北九州に何とか間に合えば滞在時間が延びるとか、戻ってきても北九州から福岡に移動

できるということなど、とにかくそういう利点をもっとＰＲして利用客を増やすということも

必要かなと思います。ぜひＰＲで伸ばしていただきたいなと思います。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。 

 ほかにございませんか。田中委員。 

○委員（田中元君）北九州空港に関しては、アクセスの問題も当然あるんでしょうけど、僕

が注目したいのは旅客なんですよね。10月７日に資料が届いていたと思うんですが、九州圏内

で北九州空港とほかの佐賀、長崎含めて旅客の一覧を頂きまして、多分驚がくされているんじ

ゃないかなと思っています。北九州空港、国内は羽田だけ、国際便は今のところソウルだけと

いうことになっておりまして、例えば長崎、熊本についても、大分についても複数便国内線は

あるわけであります。ここの差というのが何の差なのかなというのがはっきりしていないと僕

は思っていますし、執行部の方も様々頑張っておられるんでしょうけど、なかなか成果が出て

きていないというのが現実じゃないかなと思っています。チャーター便を一生懸命頑張ってお

られるんでしょうけど、時間帯が悪いとかという様々な問題もあるんでしょうけど、チャータ

ー便が定期便につながるようにしていかなくちゃいけない。そのためにも、どういうふうな取

組をしていかなくちゃいけないのかというのもあるんだろうと。恐らく乗客率を伸ばしていか

なくちゃいけないんで。そのためには、北九州からも往復で乗っていただく北九州市民の方、

また、圏内の方が行きたい都市の便を増やしていく必要もあるんじゃないかなと思っていま

す。そこに関しては、今からでも注視していきたいなと思っています。ここが増えれば恐らく

アクセスというのも東九州の新幹線構想も現実味を帯びてくるんじゃないかな。鶏が先か卵が

先かということになるので、アクセスに関してはちょっと別に置いといて、北九州の空港の客

を伸ばすという意味じゃ、旅客を頑張ってほしいと思っています。これをこれからも注視して

いきたいなと思っています。以上です。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。まさにそのとおりだろうという気がいたし

ます。福岡空港との都市間競争で、観光地としても立派なものがあるのに、それが生かされて

いない。佐賀だとか長崎、大分は、いろんな便が、国内便が多くあります。これは、北九州も

あるべきものなんだろうけど、全部それが福岡に特化されている部分があって、それをどうし

っかりつくっていくかということは、もう一大課題。軌道敷アクセスも含めて、通るか通らな

いか。このためにもそういういろんな他都市との連携で便が増えていくことが大切だろうと思
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っていますので、ありがとうございました。大久保委員。 

○委員（大久保無我君）私は、やっぱりアクセスの話。北九州空港の利用者が増えていくか

どうかで、北九州空港の利用者の増加こそが北九州市の経済、投資を呼び込むとか人の動きと

かというところで他都市との優位性を上げていく大きな大きなというか、もうこれしかないん

だろうと思うんですけど。そこにやっぱり北九州市としては注力をこれからしていくべきなん

だろうと思います。委員会でもそういう発言を度々させていただいたんですけども、まず最初

に、例えば駐車場なんかにしてみても、利用者が200万人にいかないにしてもいきかけたと

き、コロナ前ですよね。コロナ前なんかでも駐車場がもう既にいっぱいで、ほかの敷地の外を

使っていたような時期もありました。そういう意味では、今の北九州では駐車場の容量が空港

の旅客の容量となってしまうということになりますので、やっぱり駐車場の容量については、

利用者が200万人にいっても大丈夫なぐらいのものは当然見越したように準備していかない

と。北九州空港に怖くて近づけないと、北九州空港で乗ろうと思ったら駐車場がいっぱいだっ

たとかとなってしまうと、もうあそこの空港は利用できないねとなってしまうので、そういう

余力は必要ですよねというのが１つあると思います。 

 もう一個、鉄道アクセスに向けて、前段の中でお話もさせてもらったんですけど、空港に向

かっての公共交通ですね。アクセス鉄道が難しいのであれば、まずはバスの増発というのをや

っていくべきなんだろうという話もやっぱり思います。折尾からも出ていますし、黒崎からも

経由して出ているんですけど、そういったのも全部小倉発に集約していくべきだというところ

は思っています。小倉に行きさえすれば、もう空港に行けるというような状況をつくれるよう

な環境にすれば、公共交通の利用者も増えていくでしょうし、それは便数の増加にもつながっ

ていくだろうということも思っています。 

 最終的には、空港アクセス鉄道というところに結びついていかなきゃいけないんですけど、

その下準備として、できることをどんどんやっていくということ。手を打てそうなものはどん

どん手を打っていくべきなんだろうと思います。というのが、2035年の福岡空港の容量が、滑

走路２本にしても容量がパンクする時期がもう既に分かっているわけですから、そこの時期に

対して、じゃあそれから何かしましょうという話というのはあまりにも不作為なんだろうと思

いますので、分かっている未来、しっかりそこの受皿を北九州空港が担うんだということを明

確に攻めの戦略で取り組んでいくべきであろうと思いますので。じゃないと、福岡から溢れた

分は佐賀に取られた、熊本に取られたとか、長崎に取られたとかということにならないよう

に、あのときやっときゃよかったなというようなことにならないようにしなきゃいけないと思

いますので。私は北九州空港に関しては、滑走路3,000メートルというのは大変喜ばしいこと

であるのと同時に、だからこそ今こそ攻めの戦略でアクセスというところを重点的に取り組ん

でいくべきなんだろうということを強く思っていますので、次期の中で特別委員会がまたでき

るのであれば、ぜひこのことについて重点的に取り組んでいただきたいなということを意見と
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して申し上げます。以上です。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。発展には必ずアクセス鉄道がついて回る

と。発展させるためには、これが不可欠なものであるということを、先ほども鶏が先か卵が先

かという話もありましたんで、その辺を強く言っていただきましてありがとうございます。 

 ほかには。奥村委員。 

○委員（奥村直樹君）私もこの委員会の中で何度か触れたんですけど、お客様が増えてきて

バスにあふれてしまうということが出てきているというのが、ここ最近になってまた声として

は聞くなと思っています。特に、便が重なった場合とか、前の便が遅れて次の便に近づいたと

きとかにやっぱり溢れが出ているという声を聞きますので、便を増やすのも１つですし、あと

はＤＸなんかをうまく使って予約制にしていく。予約をした人は必ず乗れるように、例えば予

約が増えれば１台増やすといったような柔軟な対応ができるように、ぜひバス会社の皆さんと

も協力をいただきながら、行政がそういうシステムを入れるなり、あと航空会社との協力も必

要になってくると思うので、まさにここは行政が間を取ってやっていく役割もあると思いま

す。バスのお客様が乗れないという状況、溢れないという状況をつくっていく。待たせないの

もそうなんですけども、これが今皆さんがおっしゃったようなアクセスとかの話につながって

いくと思いますので、軌道、鉄道が届くまではバスを充実していくということしかないと思い

ますので、ひとつシステムも使った形で利便性を上げていただきたい。それに行政がしっかり

汗をかいていただきたいということをぜひお願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。もうまさに予約制ですぐ利用できるバス。

きっちり軌道敷が入るまではその辺が不可欠なものであるということで、しっかりその辺も取

り込んでいきたいという思いであります。 

 ほかには。渡辺徹委員。 

○委員（渡辺徹君）発足当時から私も参加させていただいておりまして、コロナも経験して

いろんな面でしっかり機能を果たしてくれているとは思うんですが、その中でやはり、市民だ

けではなく北九州にやっぱり寄っていただく。そしてまた、北九州から出ていくというふうに

空港をどう利用して活性化させていくかということを考えると、やっぱりネットワークという

のが、委員長も先ほど言われていましたけど、あまりにも福岡便だけということで、大変国内

も寂しい思いがします。我々市民が行くにしても選択肢がない限り、それ以外の方は使うこと

がないわけですから、そういったネットワークと、そして、そのためにはアクセスがもう大事

ということを再三言っていますしね。それと同時に、やっぱりターミナルの魅力といいます

か、空港の中で滞在する、この便を使うためにちょっと早めに来たとかなんとかあると思うん

ですが、いつも店が閉店しているとか。私が先月、小松空港に行ったときなんかも、小さな空

港なんですがバスなんかも自動運転のバスが便に合わせて運行したり、そしてまた、話題性を

しっかり、そしてテナントなんかもかなり入っていまして、空き時間はそこを利用させていた
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だくというのが、また、そこにお金が落ちていくというような形になると思うんで。北九州空

港はただ通過だけではなくて、北九州市民が、この都市が潤うために3,000メートルもしっか

りしてやっていると思うんですよね。我々も誘致、いろんなことで頑張って皆さんしていただ

いたと思うんで。毎年国交省に行くと言われるのが、地元の熱意ということを必ず言われます

ので、自分たちはこういったアクセスにしろ、路線にしろ、こういうふうに我々はしっかり地

元で市民の声を、そして、我々委員会でということでまとめてしっかり方向性を持って団結し

てやっていかないと、何事もできないと思うんで。今から特にもう3,000メートル化が決まり

まして、あとはターミナルをどう、そして、アクセスをどうしていくか、そして、ネットワー

ク、便をどうつくっていくかということになっていくと思いますんで。ぜひそういったところ

を見据えて、もっともっと頑張っていかないといけないなと感じております。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。ターミナルビルの内容も変えていかなけれ

ばいけないし、24時間空港ですから、それをしっかり生かして、空港の在り方、ターミナルの

在り方も考えなければいけないということを御指摘いただきました。これは、便だけではなく

て、アクセスだけではなくて、ターミナルそのものも大切なんだということを副委員長から御

指摘いただきましたので、それを入れさせていただきたいと思います。渡辺修一委員。 

○委員（渡辺修一君）本当にインフラもそうなんですけれども、路線の拡充、便数を増やす

取組をやっぱりもっともっと強くしていかなければいけないと思っています。観光資源の活用

で観光地のプロモーション等を強化して、観光需要を喚起することが便数の増加にもつながる

んですけれども、ビジネス需要の開拓。北九州もいろいろな企業が盛んな都市でありますの

で、しっかり福岡市とは違うビジネスニーズに合わせたビジネスでの需要をもっともっと強化

していただけるようにお願いしたいと思っております。以上です。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。もう確かにそのとおりだろうと思いますか

ら、それもしっかり取り込んでいきたいなと思っております。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり。） 

 それでは、これまでの発言を踏まえ、取りまとめていきたいと思います。 

 次に、北九州空港の滑走路3,000メートル化の早期実現等、機能強化については、これまで

精力的に要望活動を重ねてきた結果、悲願であった滑走路延長の新規事業化が決定いたしまし

た。こうした成果を踏まえ、本委員会の最終報告として、どのような方向性で取りまとめるこ

とが適当であるのか、皆さんの御意見などについて発言をお願い申し上げます。この件につい

て何かございますか。金子委員。 

○委員（金子秀一君）3,000メートル化については、もう待望の3,000メートルが市議会、ま

た、県議会、国会議員、北九州の全ての皆さんの力を結集して実現できたのではないかと思い

ます。これにつきましては、予定どおり、また、予定よりも早く工事が終わるように、さらに
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お願いをしていきたい、していかなければいけないと思っています。あともう一点が、やはり

3,000メートル化したけれども、インフラはできても機能がまだまだ追いついていないという

状況にならないように、この3,000メートルになったときには、もうスタートできるような、

例えば貨物であったり、路線の確保であったり、そこを一つの目標としてぜひ進めていただき

たいと思っています。委員会の中でこの3,000メートル化が実現した際の目標はあるのかとい

う質問をした際に、まだないという答弁だったんじゃないかなと思います。やはり、一つの目

標として数字を持って、貨物量、路線数、利用者数、そういったものも設定していく必要があ

るのではないかと考えます。以上です。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。まさに3,000メートル化が進んで、これは予

定よりも少しでも早くできるようにという要望はしっかりやっていかなければいけないという

ことは、この文章の中に取り込んでいきながら、そんな中、3,000メートル化になったときに

貨物も、それから、路線の確保も並行してできていかなければ意味がないということだろうと

思いますから、その辺もしっかり報告の中に入れていくということで。 

 ほかに意見ございますか。渡辺徹委員。 

○委員（渡辺徹君）3,000メートル化を本当に決定いただいて、それと、ＲＥＳＡの問題もあ

りまして、ＲＥＳＡのほうが先に話が上がっていた分ですから、何とかそれと一緒にというこ

とで陳情にずっと行ったんですけどね。その結果、うまく、国交省も始まってから３年半ぐら

いでこういった予算をつけて決定するということは稀と言われました。それは、北九州が、や

っぱり政変がありまして、各会派、野党であろうが与党であろうが、各会派の皆さんの意見が

本当に大きく今度は尊重されるようになりましたんで、各会派の皆さん方がしっかりそういっ

たＰＲをしていただいたおかげだと私は思っております。 

 その中で、今言われた荷物の問題で、私もそのときに行ったのが小松空港で、ヨーロッパ便

があそこはあるんですよね。ヨーロッパからアジアを回って小松に行って、それから、今度は

北米に行って、地球を１周して３日間で回ってくるということで、そういった大型の誘致がで

きれば、これは結構それが固定してくれるというんですよね。それで、コロナ禍のときはちょ

っと荷物もどうのというのがありましたが、それ以降は本当にしっかりした産業になっていま

すと言われたんですね。ですから、我々も、今努力はしていただいていると思いますが、いろ

んなネットワークを使っていただいて、フレーターをしっかり取り込んで、特に今、熊本を中

心に半導体の問題があっておりますが、あれもただ一過性でここだけ荷物乗せてどうのじゃな

くて、拠点としてしっかり北九州で、北九州空港でそういったことができるような基地的なと

ころもつくっていくべきじゃないかと思っておりますんで。やはり、ヨーロッパ、今ＩＴがど

うのって言われる中で、半導体産業というのはまだまだ需要があると思いますんで、その辺の

ところも踏まえて頑張っていただきたいなと思います。 

○委員長（日野雄二君）しっかりその辺を、副委員長の御意見を踏まえ、取り込んでいくと
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いうことだろうと思いますから、とにもかくにもいち早く、半年でも早く3,000メートルにな

るように。そして、貨物便が増えて、国内便は佐川急便、クロネコヤマトが沖縄、北海道、東

京と結ぶ便も３航路動いていくことでありますから、しっかり貨物便を。それと2024年問題で

人手不足、陸上輸送が厳しくなっていく中、フェリーと飛行機が貨物の担い手になろうという

ことでありますから、その辺もしっかり踏まえてやっていきたいということで、文章の中には

入れていくということですね。 

 ほかにはありますか。大久保委員。 

○委員（大久保無我君）やっぱり3,000メートル化というのは、直接世界とつながるインフラ

ができたと当然捉えるべきで、これからインフラを使って何をするかというところに焦点が移

っていくことになると思うんですね。委員長も言われたように、物流というだけにとどまら

ず、もちろん物を造って運ぶわけだから、製造というところにまで行き渡るように。この

3,000メートル化というのは量がたくさん船のように運べるわけではないですけど、付加価値

の高いものを即時運べるという意味では、金額としては大きなものになっていくだろうと思い

ます。そういう北九州の中でのある意味産業の一つの大きな転換点にもなり得るような出来事

だろうと思いますので、これをどう生かしていくのかというのは、空港だけの話にとどまら

ず、これから用地も含めてなんですけども、企業の誘致であったり産業用地の整備であった

り。そこから波及して教育の部分、どんな人たちを養成していって町に人を呼び込むのか、ど

ういう産業を呼び込むのかというところまでつながっていくでしょうから、大きな転換点に差

しかかっていると捉えて、まちづくりというものを、その起点になるべきだろうとここは思い

ます。以上です。 

○委員長（日野雄二君）そうですね。ただ単に3,000メートルになったら荷物が勝手に来るも

のではありません。その地域の力というか、ものづくりのまちとしての北九州を、さらなる高

みを目指して磨いていかないと貨物は増えていかないということなんで、周りを固めるという

ことが大切だろうということのお話でありました。 

 鹿児島空港も3,000メートルあるんですね。だけど、そこは中心にはなっていない。それ

は、やっぱり大久保委員が言われたように、周りがものづくりのまちである北九州だから、そ

こから広まっていくんだということを、周りを固めていくということはしっかり大切なんで。

整備費が130億円かかるわけですから、それで経済波及効果もないといけないと思っています

ので、その辺もしっかりということで文章の中に入れさせていただきたいと思っています。 

 ほかには。渡辺徹委員。 

○委員（渡辺徹君）すみません、言い忘れましたけど、要は、長距離、ヨーロッパや北米へ

行くということは、それを維持するためには文化交流とか市民、我々も仁川とかいろんなとこ

ろの交流をやっていますよね、姉妹都市。そういった拠点ができれば、そういった動きもあっ

て、結局物流だけではなく、人の流れ、そして文化、教育、そういったものが行き来できる
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と、北九州のためにしっかりなっていけるんじゃないかと思って、できるだけ早めに。24時間

空港ですから、工事が大変だとは思いますけど、その辺のところをしっかりお願いしたいと思

います。 

○委員長（日野雄二君）物だけではなくて人も交流をするということが集貨につながるとい

うことになりますね。ありがとうございます。 

 ほかに。 

（「なし」の声あり。） 

 なければ、これまでの発言を踏まえ、取りまとめていきたいと思います。 

 次に、北九州空港に関する福岡県との連携強化については、これまで県への要望活動を重

ね、連携の成果などについて確認をしてきました。今後、福岡県とさらに連携をしていくべき

点などについて御発言があればお願い申し上げます。新たにこんなこともということがあれば

ということですが、ございませんか。金子委員。 

○委員（金子秀一君）前にこの委員会で県議の皆さんと意見交換をさせていただいたと思う

んですが、私最近つくづく思うのが、福岡県の中において東西の格差が広がっているんじゃな

いかなと思っています。やはり福岡を中心とした福岡県の西側の発展に比べれば、東の発展と

いうのはどうお考えなのかなと思います。その際に、考えるのであれば、空港3,000メートル

化が決まって、これをいかに起爆剤として福岡県の東側の発展に寄与するような、そういった

空港の使い方という側面もぜひ福岡県には持っていただきたいなと思っております。そういっ

た視点でぜひ、その延長線上にまた、新幹線もあるのかなと思っておりますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（日野雄二君）東西の格差、まさにそのとおりだろうと。西が、福岡が発展して東

の北九州のほうが立ち後れている。同じ県内でありますから、その辺をしっかりもうちょっと

連携の中で強く訴えるものを、格差をなくすということ。それから、人と物の流れも両空港に

やっぱり均等に流していただくという、県としての施策をやっていただきたい。そうすると、

バスだとか軌道敷だとか新幹線だとか、当然ながらそれにつながっていくことになろうかと思

いますんで、しっかり入れていきたいと思います。 

 ほかに。高橋委員。 

○委員（高橋都君）以前、令和５年２月ですかね、羽田発の福岡空港便で、着陸時間で空港

が閉まったということで、福岡から北九州に来たけれども、北九州では便がなかったんですか

ね、このときは。引き返して関西に着陸したというのがあったと思うんで、ダイバートの受入

れ体制の強化ということは、これは本当に必要だなというのは感じます。これからも24時間空

港という強みを生かしてのアクセスとして、リムジンバスの充実。あれからはバスとかタクシ

ーとかいろんな手だては取ったということなんですけど、宿泊するところとか、いろんな手だ

てももっともっと拡充する必要があるのではないかなと感じているところです。できればリム
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ジンバスの充実、もうちょっと便を増やすとか、利用ができるような方法を取っていただきた

いなというのを思います。 

 それとあと、燃料の問題ですね。ダイバートでこっちへ来たとしても、燃料の限界というの

があるのかなと思うんですけど、北九州空港での燃料の今現在の量で十分足りているかどうか

ということも、今後そういったときにしっかりとその辺も充実していくということも考えてい

くべきと思っているところです。以上です。 

○委員長（日野雄二君）今言われた燃料は、これはきっちり北九州空港の中でやっていかな

いと、これから先、伸びがないと。24時間空港でもあるわけですから、燃料は当然のことだろ

うと思いますし、それからダイバートですね。代替着陸も受入れ体制が完璧ではないんです

ね。今言ったバスの便も臨時で動かしていくときに、ちゃんと受入れ体制で組織的にできてい

たらいつでも動くんですが、どうしてもただ止めて、どうぞまたよそに行ってくださいという

ことでは意味がないということでありますから。それから、バスの便は深夜、早朝とあるんで

すが、昼間も含めて福岡との連携でリムジンバスを増やしていかないといけないだろうと思い

ますんで。 

 ほかにはございますか。田中委員。 

○委員（田中元君）県全体でも取り組んでいってほしいという思いがあって、我々議会も福

岡県議会と今年度やったんですが、毎年１回やっていく必要があるんじゃないかなと思ってい

まして、当然福岡県は福岡空港も抱えて、その問題も解決していかなくちゃいけないというの

があるんだろうけど、北九州からすれば、福岡県にもっと北九州空港を見てほしいという思い

があって、どんどんどんどん、やっぱりこちらからアプローチしていかなくちゃいけないと思

っています。じゃないと、先日も県知事と北九州商工会議所の会頭が東九州新幹線の要請を恐

らくしたんだと思います。これが、例えば大分、宮崎県というのが、大分で言うと、鳥栖から

久大線ルートとか、宮崎で言えば、新八代ルートとかという構想がもう既に出ておりまして、

そうなってくると、北九州圏域というのが完全に陸の孤島化されてくるのはもう目に見えて分

かると思います。そこで、やっぱり我々が小倉から東九州を通るルートをつないでいかなくて

は、大分、宮崎のためにもならないという思いがあるのを、県にも共有していただいて、しっ

かり汗を流していただかないとという思いもあるし、要は福岡県からすれば、北九州が本当に

熱意があるかどうかというのをやっぱり見せていかなくちゃいけない。じゃないと、やっぱり

完全に陸の孤島になってくると思うんで、そうなってくると、北九州空港もただのお飾り、単

純に例えばもう物流だけでいいんじゃないかという話にもなってくるんじゃないかと思ってい

ます。もっともっと密に、定期的な分だけではなくて、やっぱりプラスアルファ、1.5倍ぐら

いの力を出して来期以降はやっていったほうがいいんじゃないかなと思っています。これが幸

いにして、県議会も北九州出身の県議の先生方もおられるんで、それもこの間の県議会との討

議の中でも、松尾県会議員がそういうような話もしていましたので、ここは力を借りてしっか
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りタッグを組んでやっていったほうがいいと思っています。 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。しっかり県議会議員と、ましてや今、福岡

県議会の中で重鎮は北九州の議員が占めていますんで、そこのところをしっかり活用しないと

いけない。取り残されそうになるところを防いでいかないといけない。これは言われるとおり

で、大分、宮崎それぞれ別ルートで新幹線を引こうとしていますから、北九州の小倉からの新

幹線ではないということがどうもそんな動きが見えてきておりますんで、そこのところをやっ

ぱり止める意味でも、県内でいち早く動いていかないといけないということでありますから、

県にしっかりその要望も含め、北九州がいかに大切かということをしっかりアピールしなけれ

ばいけないと思います。 

 ほかに。渡辺徹委員。 

○委員（渡辺徹君）もう田中委員も委員長も言われるとおりで、県議会や県執行部とも、北

九州市の執行部もうまくいっていまして、いろんな情報の行き来は行っているんですが、やは

り市長も含めてオール北九州として県議会と県執行部に対していろんなＰＲをしていかないと

いけないと思います。委員長、副委員長でこの間御挨拶に行ったときも、県議会の顧問、重鎮

から、北九州、小倉から新幹線を通るルートをもう道筋をつけてくださいと言ったら、しっか

り頑張りなさいって言われたけど、いや、私たちだけじゃないで、先生たちもとお願いをした

んですけど。大変難しいし、長い期間かかると思いますが、だけどその灯をやっぱり消すと、

今委員長が言ったように、よそのルートで北九州は陸の孤島、3,000メートルの空港があって

も、ただできたというだけになってしまって、何の活用もできなくなると思います。そういっ

たところも見据えて、やはりオール北九州で市長はじめ全議員が一緒になって、それと地域、

商工会議所、いろんな形で一緒になってそういった声を上げていくことがやっぱり大事だとい

うのはよく分かっているんですが、なかなかそれがうまくいっていないというのが今現状だと

思いますんで、今後の皆さんの活躍をぜひお願いします。 

○委員長（日野雄二君）そのとおりだろうと思いますから、ここは次に引き継いでいかない

といけない重要な課題であります。県の中における北九州空港の存在価値をしっかりアピール

していかなければいけないということであります。過去のことを悔やんでもしょうがないんで

すが、新幹線が延伸で岡山から小倉で止められたらこんなことはなかったんですが、福岡まで

行っちゃった。本当は小倉で止まる話だったのよと言いたいんですが、過去の話ですから。そ

れは言えませんから、しっかり東九州自動車道も含め新幹線も東九州にかかるように。 

 ほかにございますか。大久保委員。 

○委員（大久保無我君）福岡県との連携というところで言うなら、やっぱりリムジンバスだ

と思うんですよ。リムジンバスが早朝、深夜のところでどのくらい知られているのかというこ

とがすごく重要なんですね。これは別に北九州市民に知らせる必要はなくて、福岡空港から東

京に行く人たちに知ってもらわなきゃいけない。そういう意味では、北九州の中でこれを宣伝
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するのではなくて、やっぱり福岡空港や羽田空港の福岡便とかで、最終便が福岡空港だったら

８時前ぐらいに乗らないともう間に合いませんよ、だけど、北九州だったら11時ぐらいまで乗

れますよと。２時間から３時間長く東京にいることができますよ。福岡の皆さんどうですかと

いうような売り方をやるとか、早朝、深夜のそういったところでの宣伝というものがやっぱり

しっかりなされないと。ここは北九州市民にはあまりメリットがない話なので、福岡の皆さん

便利ですよということをしっかりアピールしてもらうということが、早朝、深夜便が生かされ

ることになると思うんですよね。早朝、深夜便が生かされてくれば、北九州空港の認知度とい

うところで福岡のほうにも知れ渡っていくんだろうと思いますので、そしたら、北九州空港を

昼間も利用して、夜も最終便で帰ってこようとか、早朝から深夜まで北九州空港は使えるとい

うことが知れ渡ることにつながっていくんだろうと思いますので、リムジンバスの宣伝を福岡

県においてはしっかりとやっていただきたいなということをぜひ盛り込んでいただければと思

います。 

○委員長（日野雄二君）当然ながら深夜に福岡近郊、博多近郊の方がもう福岡空港では乗れ

ない。北九州空港は24時間ですから、リムジンバスで移動してきて北九州で乗って東京に行

く。今度は逆に、東京で精いっぱい時間を使って、帰ってきて、北九州空港に帰ってきたら、

ここからリムジンバスで送る。やっぱりリムジンバスの増便、それから活用方法、宣伝がまだ

まだ足りていないということだろうと思いますから、その辺もしっかりやっていくということ

で。ありがとうございます。 

 ほかになければ。 

（「なし」の声あり。） 

 それでは、これまでの発言を踏まえ取りまとめていきたいと思います。 

 最後に、北九州空港の運営形態の在り方については、令和４年３月７日の本委員会におい

て、コンセッションを含む運営形態に関する議論については、今後のコロナ禍からの収束状況

など、機を見て議論を再開することとしました。しかしながら、コロナ禍からの回復期にある

中で、本委員会での調査研究が深まっておらず、現時点では議論の再開に至っておりません。

このため、私としては、北九州空港の運営形態の在り方については、今後の本市議会による議

論にしっかりと引き継ぎ、継続して調査研究していくとのことでまとめたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり。） 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。それでは、これまでの意見も含め、そのよ

うに取りまとめていきたいと思います。 

 最後に、今後、取りまとめる本委員会の最終報告を、以前に意見交換を行った福岡県議会の

空港・交通インフラ調査特別委員会にしっかりと届け、今後、両議会が同じ目的に向かい、さ

らに連携していくことを確認するために、後日、正副議長と私と副委員長で県議会を訪問し、
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共有してまいりたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり。） 

○委員長（日野雄二君）ありがとうございます。では、そのようにしたいと思います。 

 それでは、次回は、本日いただいた御意見などを踏まえて最終報告の取りまとめを行いたい

と思います。 

 ほかになければ、本日は以上で閉会します。 

 

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――   
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